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１　参画の対象について記入してください。

２　実施した方法の詳細について記入してください。

周知方法
及び

時　期

周知方法
及び

時　期

方法①

対象の名称 （仮称）地域の自立と協働の推進に関する条例⇒花巻市コミュニティ地区条例

実施の時

担当部署：地域づくり課　　　資料資料資料資料４４４４－－－－②②②②
担当者：木村　　　　　内線（４５３）

特に必要と認められるもの

対象の内容 現在のコミュニティ会議の区域を条例により位置付け、コミュニティ地区についての事項を定め、協働の推進により自立した地域社会の実現を目指す。

対象区分

実施の時

名　称

10月5日（火）から11月4日（木）までの
１カ月間、ＨＰに掲載したほか、下記の場
所に資料を備えつけ実施した。資料は、
（仮称）地域の自立と協働の推進に関する

方法②

（仮称）地域の自立と協働の推進に関
する条例素案パブリックコメント

（仮称）地域の自立と協働の推進に関する
条例素案パブリックコメント

名　称

１０月（１カ月間）

当初予定 実施内容

パブリックコメントの実施 パブリックコメントの実施

市広報（９月１５日号）、市ホーム
ページへの掲載のほか、本庁及び総合
支所、振興センター等に備え付け予
定。

10月1日号広報紙に掲載及び広報紙と同日
ＨＰに掲載し周知を行った。素案について
は当課及び行政情報センター、各総合支所
地域振興課（行政情報サブセンター）、ま
なび学園、石鳥谷生涯学習会館、各振興セ
ンター、各市立図書館に備え付けた。

振興センターだよりへの掲載（９～１
０月）及びコミュニティ会議への呼び
かけ。

地区説明会開催約２週間前に各地区にチラ
シ回覧、振興センターだよりへの掲載、コ
ミュニティ会議への呼びかけを行った。

１０月に、２７振興センター単位で開
催を予定。（計２７回）

10月7日から19日まで　27振興センター
で開催

意見交換会の開催 意見交換会の開催

当初予定 実施内容

（仮称）地域の自立と協働の推進に関
する条例素案意見交換会

小さな市役所第２ステージ（合衆市イーハ
トーブ花巻構想）意見交換会

実施結果
意見提出
者数・提
出件数等

実施の時
期(日時)
場所及び
回数等の

内訳

結果公表
の方法

及び時期

実施結果
意見提出
者数・提
出件数等

12月3日ＨＰで公開するとともに、当課及
び行政情報センター、各総合支所地域振興
課（行政情報サブセンター）、まなび学
園、石鳥谷生涯学習会館、各振興セン
ター、各市立図書館に資料を備え付けた。

実施の時
期(日時)
場所及び
回数等の

内訳

（仮称）地域の自立と協働の推進に関する
条例（素案）と小さな市役所第２ステージ
概要版を閲覧用１部、配布用３部とした。
備え付け場所：行政情報センター、各総合
支所地域振興課（行政情報サブセン
ター）、まなび学園、石鳥谷生涯学習会
館、各振興センター、各市立図書館及び当
課。

全市民を対象として実施予定。

結果公表
の方法

及び時期

12月公表予定 12月3日ＨＰで公表するとともに、当課及
び行政情報センター、各総合支所地域振興
課（行政情報サブセンター）、まなび学
園、石鳥谷生涯学習会館、各振興セン
ター、各市立図書館に資料を備え付けた。

全市民を対象に実施

対象者
（対象
地域）

対象者
（対象
地域）

地区内の住民（２７地区毎の開催）

12月公表予定

意見提出者数　２名　　意見件数　10件

質問・感想等　230件

全市民を対象に実施

意見・提言等　129件

参加者　延べ570人

ター、各市立図書館に資料を備え付けた。ター、各市立図書館に資料を備え付けた。



３　実施した方法の自己評価を記入してください。

９月15日付け広報掲載を予定していたが、内容の精査に時間を要したことから10月1日付け
広報に変更した。

方法②

名　称

○今後の改善点

意見交換会の開催

○反省点

○予定を変更して実施した場合はその内容と理由

条例に関する意見交換会を予定していたが、全体を説明した方がより市民の理解が深めること
ができることから小さな市役所第２ステージ全般の意見交換会とした。

（仮称）地域の自立と協働の推進に関する条例素案意見交換会

意見交換会を行うことにより、率直な意見を聴取することができ、相互の理解を深めることが
できた。

パブリックコメントの実施

（仮称）地域の自立と協働の推進に関する条例素案パブリックコメント名　称

○反省点

方法①

○予定を変更して実施した場合はその内容と理由

○市民参画により効果があったこと

パブリックコメントを行うことにより、素案の内容について広く周知することができた。ま
た、いただいた意見を参考に名称の変更をはじめとする整理を行い、さらに良い案とすること
ができた。

○市民参画により効果があったこと

○今後の改善点

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）

市民参画職員チーム評価内容

　改善の余地があるとした項目と理由

市民参画・協働推進委員会評価内容

　改善の余地があるとした項目と理由

○今後の改善点

総合評価

総合評価

　

○今後の改善点

　

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）

　実施結果
 改善の余地あり

 適切である

　方　法

　周　知

　実施時期場所等

　結果公表

　対象者（対象地域）


